









































































しており、また、特定の学者（私の場合は、Jean Tirole や Oliver Hartといった近年
ノーベル経済学賞を受賞した経済学者ですが）の論文を読んで刺激やヒントを得
た後、自らの視点と問題意識に立った分析・考察を行い、論文に仕上げるという
点で、論文執筆スタイルの共通性も垣間見ることができたように思います。
　阪本先生は、最近の翻訳業を通じて、中国における人権問題、民主化という観
点にも問題意識を広げられていたようで、それを基盤として、中国文学のご研究
をこれから一層推進させていく予定であったろうと思います。そんな中で急逝さ
れてしまったことは、残念でなりません。やり残された部分は、天国で、ゆっく
りと取り組んで頂けたらと存じます。
　阪本ちづみ先生のご冥福を心よりお祈り申し上げます。
